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研究成果の概要（和文）：①解析に必要となる豊富な基礎的データを収集した。②顧客志向と従業員の相互作
用，協働への動機づけメカニズムを共分散構造分析などを用いて検証した。このメカニズムは，LOC理論や促進
的MC理論を包括したモデルといえる。③固定収益をもたらす顧客セグメントを隠れマルコフモデルによって把握
する方法論を開発した。④前述のメカニズムや固定収益をもたらす顧客セグメントを把握することが，線品市場
戦略を変えることを事例調査によって発見した。

研究成果の概要（英文）：First, the mechanism of customer-oriented and employee interaction and 
motivation for collaboration was examined. Next, a methodology to grasp the customer segment that 
brings fixed revenue was developed by the hidden Markov model. Finally, it is confirmed that 
understanding the above-mentioned mechanism and customer segments that generate fixed profits will 
change the line product market strategy.

研究分野：管理会計
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は，固定収益会計の普及基盤となるだけでなく，利益安定性という，従来の管理会計にないが，安定経営
や雇用の維持の要となるまったく新しい概念を世界に向けて発信する基盤となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
申請者は，2005 年に固定収益会計を発案し（鈴木・川野『日経情報ストラテジー』；浅田・鈴

木・川野編『固定収益マネジメント』中央経済社），理論的に発展させてきた（鈴木・松本・松
岡『会計プログレス』2006；鈴木・佐々木『原価計算研究』2007；松岡・鈴木『原価計算研究』 
2007；松岡・鈴木『原価計算研究』2010）。実際，固定収益会計は，百貨店，ホテルチェーン，
商社に導入され，戦略の適正化をとおして，利益安定化に貢献している（鈴木『雑誌會計』2007；
Hosoda and Suzuki, 2015a） 
しかし，固定収益会計が，どのように従業員を動機づけて，利益の安定化を導くのかというメ

カニズムの解明が不十分という課題がある。管理会計は，戦略目標のための動機づけの仕組みで
あり，固定収益会計研究の基盤確立のためには，利益安定化メカニズムの詳細を解明しなければ
ならない。

２．研究の目的 
本研究は，固定収益会計研究において，まだ解明されていない利益安定化メカニズムを解明し，

当該会計を社会に普及させるための基盤となる研究を行う。具体的には，固定収益会計導入によ
る業績評価と戦略の変化が，どのような影響を従業員や顧客に与え，利益安定化につながるかを

考察する。 

３．研究の方法 
固定収益会計導入前と導入後の因果関係の仮説の考察を行い，固定収益会計の利益安定化メ

カニズムを解明する。

４．研究成果 
① 解析に必要となる豊富な基礎的データを収集した。
② 顧客志向と従業員の相互作用，協働への動機づけメカニズムを共分散構造分析などを用い

て検証した。このメカニズムは，LOC 理論や促進的 MC 理論を包括したモデルといえる。



③ 固定収益をもたらす顧客セグメントを隠れマルコフモデルによって把握する方法論を開
発した。

④ 前述のメカニズムや固定収益をもたらす顧客セグメントを把握することが，線品市場戦略
を変えることを事例調査によって発見した。
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